


























































































































































































H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度
均等割 736 735 732 723 740 870
割合 0.9％ 1.0％ 0.9％ 0.9％ 0.9％ 1.1％
所得割 37,881 35,522 34,823 35,072 35,795 36,123




給与 自営業 農業 その他 分離譲渡 合計
平成22年度 201,737 7,772 73 24,699 1,455 235,736
平成23年度 198,943 7,594 67 25,478 1,626 233,708
平成24年度 197,256 7,560 67 25,833 1,612 232,328
平成25年度 197,632 7,690 103 26,121 1,994 233,540




















































































































































業種 法人数 納税額 構成比
農業 18 1,103 0.1
林業 1 8,603 0.2
漁業 5 375 0.1
鉱業 4 281 0.1
建設業 1,476 275,809 7.6
製造業 888 708,301 19.5
電気・ガス・熱供給・水道業 15 71,406 1.9
運輸・通信業 442 380,860 10.5
卸売・小売業・飲食店 2,983 862,257 23.8
金融・保険業 147 351,236 9.7
不動産業 1,216 369,914 10.2
サービス業 2,718 587,932 16.2
その他 40 5,662 0.1
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